
別紙－２
取扱い予定の産業廃棄物の種類

産 業 廃 棄 物 産 業 廃 棄 物 の １ カ 月 あ た り の 有 害 物 有 害 物 質
平 均 取 扱 い 量 質 含 有

の 種 類 具 体 的 名 称 　（t・㎥／月） の 有 無 の 名 称

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

　注）

有・無

廃プラスチッ
ク類（石綿
含有産業廃
棄物を除
く。）

合成ゴムにて作られた
ゴムシートや型物成形
品の端尺品や不良品

15ｔ/月
（自社分10t含む）

有・無

１　有害物質を含有する場合は、その名称、成分等を明らかにする書類を
　添付すること。

２　記入欄が不足する場合は、適宜、本表を追加しすべてを記入すること。

ゴムくず
天然ゴムにて作られた
ゴムシートや型物成形
品の端尺品や不良品

15t/月
（自社分10t含む）



法許可 処　理　能　力 １日の稼働時間

ゴムくず 処理残さ

 埋立処分　　　 中間処分　　　売却  埋立処分　　　 中間処分　　　売却

日加R＆E株式会社 日加R＆E株式会社

所在地: 所在地:

東京都墨田区向島3-14-9 東京都墨田区向島3-14-10

（本社） （本社）

栃木県栃木市藤岡町大前742 栃木県栃木市藤岡町大前743

（栃木工場） （栃木工場）

へゴムチップとして売却する。 基本的に発生しないが、

粉状の処理残さは

ゴム材料として売却する

施設使用予定日           　年　　　月　　　日　～

（取扱廃棄物ごとに
記入）

１日平均中間処理
量、及び搬入・搬出
車両台数

廃プラスチック類及びゴムくず:1.2t

搬入・搬出車両台数
廃プラスチック類及びゴムくず:1台程度

別紙－５－１－（１）　　中　間　処　理　施　設　に　係　る　事　業　計　画
種　　　　　類

第　　号

ｔ、ｍ３／日 Ｈ／日

要・不要

要・不要

要・不要 2.25ｔ、ｍ３／日 15Ｈ／日

ｔ、ｍ３／日 Ｈ／日

基
　
　
本
　
　
計
　
　
画

施
設
の
内
容

廃棄物

受入れの方法

コンテナ等の容器にて受入、フォークリフトスケールにて重量確認、
内容物の目視確認とマニフェスト記載内容の確認を行う。

添付書類:□　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

技 術
管 理 者
又 は
施 設
管 理
責 任 者

資格内
容

氏　　名

処理の方法 処理フローの通り、廃プラスチック類及びゴムくずを混合して破砕する。

添付書類:□　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

（本社）

栃木県栃木市藤岡町大前742

処理後の産業
廃棄物または
再生品の種類

発生量
（t/月又は㎥/月）

第　7　号　廃プラスチック類の破
砕施設

処
理
計
画

処理後の産業廃棄物または再生品の処理方法等

処理方法

廃プラスチック類

15t/月 15t/月 基本的になし

 埋立処分　　　 中間処分　　　売却

日加R＆E株式会社

所在地:

東京都墨田区向島3-14-9

（栃木工場）

へゴムチップとして売却する。



構造力学上の 材質等　　鉄製
　　　　　 　別紙　設備図面による

安全性 添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）
処理能力の 実機稼働による測定データを参照
算定根拠

添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）
騒 音 ・ 振 動 騒音・振動の発生を防止するため、施設は建屋内に設置し、敷地境界において
及 び 粉 じ ん の 騒音:55db、振動:60dbを遵守する。

粉じんはほとんど発生しない
の 発 生 防 止 添付書類:□無　■有（別添－生活環境影響調査書のとおり）

汚 水 処 理 施 設 処理方式
の 概 要 処理能力　　　　　　ｍ３／日
フ ロ ー 図 添 付 添付書類:■無　□有（別添－生活環境影響調査書のとおり）

排 ガ ス 処 理 施 設 処理方式
の 概 要 処理能力　　　　　　ｍ３N／日
フ ロ ー 図 添 付 添付書類:■無　□有（別添－生活環境影響調査書のとおり）

廃 棄 物 の 位置　別紙のとおり
構造　床面コンクリート、建屋内保管設置

受 入 設 備 規模  面積     112㎡ （別添－　　のとおり）
添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

処 理 後 の 位置　別紙のとおり
廃 棄 物 等 の 構造　床面コンクリート、建屋内保管設置
保 管 施 設 規模  面積     112㎡

添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

囲 い 等 鉄製安全柵囲い及びスライド鉄扉
添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

雨 水 等 の 流 入 建屋内のため雨水の流入はない。

防 止 添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

名阪国道関IC方面もしくは東名阪道亀山IC方面から一般道を通り
搬 入 道 路 事業計画地へ搬入する。

（別添－　　のとおり）
有　無　　　　　　　消火器及び天井自火報センサ

添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）
車 両 足 洗 設 備 有　無

有　無　　　　　　　荷下ろし場
添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

有　無　（有の場合　その概要）
添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

その他施設の種類ごと、規則に定める構造等の基準について記載すること

別紙－５－１－（２）

該当なし

維
　
　
　
持
　
　
　
管
　
　
　
理
　
　
　
の
　
　
　
計
　
　
　
　
画

消 火 設 備

駐 車 設 備

管 理 事 務 所



受入時の廃棄
物の性状の分
析・計量方法
異常事態時の

措置
飛散・流出

悪臭の防止
火災発生防止

衛生害虫等の

発生防止
騒音・振動

粉じんの防止
項目 管理値 測定頻度

定期的点検

機能検査
点検、検査の 記録内容　　　保管期間について特に規定なし

記録及び保存

添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）
場内の火気の使用を禁止する。

方法　　建屋内で作業を行う。また日常の清掃等により飛散流出を防止する。
回数　　1回/日（作業に応じて実施）

方法　　　　当該作業にて害虫等の発生の恐れなし。

別紙－５－２－（１）
作業人数    2人
作業時間　　7:00～22:00

添付書類:■無　□有（別添－　　　　　　　のとおり）
マニフェスト、展開目視検査により性状確認。

維
　
　
持
　
　
管
　
　
　
理
　
　
の
　
　
計
　
　
　
画

作業方法

添付書類:■無　□有（別添－　　　　　　　のとおり）

放流水
・

排ガスの管理

添付書類:■無　□有（別添－　　　　　　　　　のとおり）

計量はフォークリフトスケールにて行う。
添付書類:■無　□有（別添－　　　　　　　のとおり）

直ちに施設の運転を停止し発生状況に応じてマニュアルに従い行動する。
（緊急連絡網及び、火災発生時対応マニュアル）

添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）

方法　　日常点検、及びメーカー動作確認（刃物定期交換時）
回数　　日常点検:1回/日　メーカー動作点検1回/3カ月（概ね）

　　　　　　　発生が予想される場合、適宜薬剤の散布を行う。
添付書類:■無　□有（別添－　　　　　　　のとおり）

設備の日常点検により異常振動・騒音の早期発見に努める。
粉じんはほとんど発生しない。

添付書類:□無　■有（別添－事業計画概要資料のとおり）



別紙－9
市　町　村　と　の　協　議　状　況

１　協議対象市町村名　　亀山市

２　土地利用に関する条例又は要綱等の有無

　　　　　　　　　有　　　　無              有の場合はその名称

・亀山市環境保全条例（開発行為）

３　水道水源保護条例等の有無

　　　　　　有　　　　無              有の場合はその名称
・亀山市水道水道水源保護条例

４　協議経過及び結果（日付も記入）
2022/5/18:水道水源保護条例
亀山市上下水道部上水道課上水道管理グループ
産業廃棄物処分業許可申請時に届出必要との指導
取得に向けたスケジュール表を提出。

2022/5/17:亀山市環境保全条例
亀山市建設部建築住宅課建築開発グループ
亀山市産業環境部環境課環境創造グループ
届け出対象に該当、住民説明会等完了後に届出を行う旨の指導。

2022/5/18:建築基準法第51条

三重県建築開発課建築安全班
5t/日未満である計画を説明。
産業廃棄物処理施設の対象外であるとの回答。
事業計画等資料提出。


